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１．会社概要



◼商 号      ライト工業株式会社

◼代表者    代表取締役社長 阿久津 和浩

◼創 業    1943年(昭和18年) 7月1日 創業80周年

◼資本金    61億1,947万5,000円

◼株式市場      東京証券取引所プライム市場（1974年上場）

◼売上高    1,149億7,400万円（2023年3月連結ベース）

◼従業員数      1,364名（2023年3月連結）

◼事業所    国内拠点（本社・2支社・7統括支店・34営業所

R＆Dセンター・宇都宮機材センター）

海外拠点（アメリカ・シンガポール・ベトナム）

会社概要



30.1%

41.3%

14.0%

9.2%

2.1%

2.3%
1.0%

建築工事

基礎・地盤改良工事

斜面・法面対策工事

環境修復事業

補修・補強工事

その他事業
一般土木工事

連結受注高 1,179億7千万円（2022.4.1～2023.3.31）

事業構成（工種別受注構成比）



日本は世界有数の自然災害多発国

2016年 熊本地震

2014年 広島市豪雨災害2011年 東日本大震災

2019年 台風15号・19号2018年 北海道胆振東部地震

2015年 口の永良部島噴火



斜面防災部門 国内シェア1位

地盤改良部門 国内シェア1位

斜面防災部門 地盤改良部門

特殊土木で国内NO.1



斜面・法面対策事業

長年積み上げてきたノウハウと独自技術で
斜面崩壊に対する災害復旧や予防保全を実施。



土砂災害警戒区域（全国で約68.8万箇所）

出典：国土交通省HPより、当社一部加工

土砂災害の
年間発生数
は1,000件
を超える！

～斜面・法面対策事業～

令和5年9月30日現在



施工事例① 様々な斜面防災の工種



長崎新幹線トンネル坑口の崩壊対策（彼杵川）

施工事例② 斜面崩壊の予防保全



◼ 熊本地震 長陽大橋ルート斜面防災対策工事

施工事例③ 大規模災害復旧



施工事例④ 鉄道の耐震補強

施工事例：JR御茶ノ水駅付近 耐震補強工事（東京都）

都市部でも斜面崩壊の危険性が潜んでいる



地盤改良事業

軟弱な地盤を改良し、わたしたちの未来を支える
安全で安心な国土基盤の土台作りを実現している。



施工事例⑤ 空港の液状化対策

◼羽田空港 飛行機の発着数増加に伴う地盤強化（薬液注入）

※ 国土交通省関東地方整備局 東京空港整備事務所HPから転載



              

◼宮城県気仙沼 中島海岸地盤改良工事   

【進捗状況】 【完成イメージ図】

施工事例⑥ 防潮堤の耐震補強



              

◼群馬県沼田市 関越自動車道片品川橋耐震補強工事

【施工中】 【竣工後】

施工事例⑦ 構造物補修・補強

東日本高速道路（株）

平成28年度「土木学会」 「田中賞」
（作品部門(改築)）受賞



建築事業

建築事業は首都圏を中心に展開し、安心して住むことが
できる品質の高い建物を提供している。



特殊土木を主体とするライト工業は、リーマンショックにより
弱体化した建築市場をチャンスと捉えて参入した。

リーマンショックによる歴史的大不況



施工事例⑧ 首都圏の共同住宅

品質に定評のある共同住宅



施工事例⑨ 大型リゾート施設



施工事例⑩ 住宅の内装



施工事例⑪ オフィス建築



環境修復事業

汚染環境の修復や自然災害による脅威の克服に努め、
自然環境と人間の共存共栄の実現に貢献。



施工事例⑫ 緑化景観修復



施工事例⑬ 緑化景観修復

六甲砂防現場
グリーンベルト整備事業に貢献！



施工事例⑭ 福島農地の放射性物質除去



海外事業

海外でも北米、東南アジアを中心に地盤改良工事を
中心とした事業展開を行い、その数は23ヵ国に及ぶ



Overseas Projects（Raito Inc. in USA) 

Flood Control Dam ／Water reserve   

Pollution Control Bridge 



Vietnam

Trinidad and Tobago  

Indonesia

SamoaLaos

Mexico

Sri Lanka

Angola

Malaysia

Raito has worked in many countries…  



国内外における様々な施工実績

国内・海外で毎年約２０００現場を施工



２．建設業の課題
～なぜICTが必要なのか?～



ＩＣＴとは？ ⇒ Information and Communication Technology

Ｉ：Information（情報）

Ｃ：Communication（通信）

Ｔ：Technology（技術）

スマホやネット等、デジタル化された情報通信技術の事

・今なぜ建設業にICT活用が必要なの？⇒課題解決のため

・建設業の課題とは？

建設業の課題 ～なぜICTが必要なのか？～



2024年問題 －働き方改革－

建設業では2024年まで引き延ばされていた。

【これまでの労働時間のルール】
・労働時間の大原則：1日8時間／1週間40時間
・36（さぶろく）協定を結べば時間外労働が可能

⇒月45時間といった上限規制は建設業には適用除外

建設業の課題 ～なぜICTが必要なのか？～



2024年問題 －働き方改革－

【2024 年 4 月以降の時間外労働ルール】（改正労働基準法）

・原則月45時間以内かつ年360時間以内

・特別な事情がある場合の「特別条項」でも上限規制を設ける
①年720時間(月平均60時間)
②年720時間の範囲内で、
a.2～6ヶ月の平均でいずれも80時間以内（休日出勤を含む）
b.単月100時間未満（休日出勤を含む）
c.原則（月45時間）を上回る月は年6回を上限

建設業の課題 ～なぜICTが必要なのか？～



建設業の担い手不足 －建設業就業者数の減少－

※『建設業ハンドブック2021』(一般社団法人 日本建設業連合会)

建設業の課題 ～なぜICTが必要なのか？～



建設業の担い手不足 －建設技能者の大量離職－

ベテランの大量離職
→労働力不足の発生？
→技術技能伝承は？

※『最近の建設業を巡る状況について』(国土交通省資料)

建設業の課題 ～なぜICTが必要なのか？～



土石流

島根県雲南市

2021年7月

(ＮＨＫ)

河川災害

長野県千曲市

2019年10月

(日本経済新聞)

建設業に関わる社会問題－自然災害の激甚化・頻発化－

建設業の課題 ～なぜICTが必要なのか？～

能登半島地震

石川県能登地方

2024年1月

(朝日新聞)

熊本地震

熊本県南阿蘇村

2016年4月

(毎日新聞)



首都直下地震相模トラフ沿いの

最大クラスの震度分布

(首都直下地震モデル検討会)

Ｍ７程度の30年以内

発生確率約70％

南海トラフ地震

M7～8程度の30年以内

発生確率約70～80％

(ＮＨＫ)

日本海溝・千島海溝

周辺海溝型地震

(ＮＨＫ)

建設業に関わる社会問題－自然災害の激甚化・頻発化－

建設業の課題 ～なぜICTが必要なのか？～



無名橋(徳島県・香川県境)
2007年落橋(架設後54年経過)
※『国道の(国管理)の維持管理等の現状と課題について』

笹子トンネル(中央自動車道)
2012年天井板落下
(開通後35年経過)

※日経クロステックHP

建設業に関わる社会問題 －社会インフラの老朽化－

建設業の課題 ～なぜICTが必要なのか？～



※『国土交通白書2022』(国土交通省資料)

高齢化インフラ増加が加速！！

建設業に関わる社会問題 －社会インフラの老朽化－

建設業の課題 ～なぜICTが必要なのか？～



○課題
担い手が減少し、激甚化する自然災害と

インフラ老朽化に対し、どう立ち向かうか？

○解決策

生産性向上がひとつの柱！

ＩＣＴの活用で、担い手減少ロス

を上回る生産性向上を目指す！

課題の解決 －生産性向上がひとつの柱－

ICT活用

ＩＣＴ

←

生
産
性
向
上

ＩＣＴの活用による生産性向上のイメージ
→※『i-Constructionの推進』(国土交通省資料に加筆)

建設業の課題 ～なぜICTが必要なのか？～



2019年度より吹付工、2020年度より法枠工の運用が開始2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年

ICT地盤改良工(2019年:浅層･中層混合処理、2020年:深層混合処理） 

ICT法面工（2019年:吹付工、2020年:法枠工） 

ICT土工

ICT舗装工(2017年:アスファルト舗装･2018年:コンクリート舗装) 及び ICT浚渫工(港湾)

ICT浚渫工（河川）

出展：

ICT活用工種の拡大

2019年度より吹付工、2020年度より法枠工の運用が開始

小規模工事・
更なる工種拡大

・
・
・

• ICTの全面的な活用
を建設現場に導入

• 2016年のICT土工よ
り、順次ICT活用に
向けた基準類を整備



①2024年問題（労働時間減少・残業規制）に対応し、
週休2日でも生産性を維持･向上できる

ＩＣＴを普及促進するメリット

②従来作業で発生しがちなヒューマンエラーの防止

④施工情報の共有化でコミュニケーション活性化

③熟練工が高齢化･引退しても施工データ蓄積により
有用なフィードバックを獲得できる。



1位：アメリカ 約27兆＄ ↑

2位：中国 約17.7兆＄↑

3位：ドイツ 約4.4兆＄  ↑

4位：日本 約4.2兆＄ 

5位：インド 約3.7兆＄  ↑

6位：イギリス 約3.3兆＄  →

7位：フランス 約3兆＄   →

8位：イタリア 約2.2兆＄  →

9位：ブラジル 約2.1兆＄  ↑

10位：カナダ 約2.1兆＄  →

国別ＧＤＰ(国内総生産）推移

バブル
時代

ﾘｰﾏﾝｼｮｯｸ

2023年ＧＤＰランキング
日本の課題 ～なぜICTが必要なのか？～

北京
五輪



３．ICTを活用した最新の法面防災技術

①全自動吹付システム   

～Automatic-Shot R～



従来機械での吹付け施工動画

①全自動吹付システム ～Automatic-Shot R～



①全自動吹付システム ～Automatic-Shot R～



機器構成の３パターン
（１）現場練り施工

（２）ミキサー車による施工

（ⅰ）空練りモルタル施工 （ⅱ）生モルタル施工

①全自動吹付システム ～Automatic-Shot R～

計量器搭載ミキサー

9t減算計量式サイロ

全自動吹付機

・現在量産中

・プラント省人化 ３名⇒１名

・未熟練オペでも施工可能

・2本ノズル施工が標準(1本も可)

・生産性向上（従来比約1.5倍）

・安全性向上（緊急吐出停止機能）

骨材ホッパー



無線によるプラントの遠隔操作を実現

ノズルマンA

プラントマン → 非熟練オペでもO.K

・現場練り方式での材料製造及び圧送フロー

①全自動吹付システム ～Automatic-Shot R～

モルタル吹付工

砂ホッパー 計量器搭ミキサー 全自動吹付機

9t減算計量式サイロ

標準ベルコン
高速ベルコン ノズルマンＢ



・プレミキシング方式での材料製造及び圧送フロー

ミキサー車
（空練りモルタル搬入）

①全自動吹付システム ～Automatic-Shot R～

モルタル吹付工

無線によるプラントの遠隔操作を実現

プラントマン → 非熟練オペでもO.K

計量器搭ミキサー 全自動吹付機

標準ベルコン 高速ベルコン

モルタルホッパー

ノズルマンA
ノズルマンＢ



ノズルマン

・レミコン方式の圧送フロー

レミコン車

①全自動吹付システム ～Automatic-Shot R～

モルタル吹付工

モルタルホッパー

標準ベルコン

全自動吹付機

無線によるプラントの遠隔操作を実現

プラントマン → 非熟練オペでもO.K



•フレコン仕様（プラント3名で運用）

エコサイクルミキサー2基連結仕様

タイマー設定で200L/Bに調整し、種子、接合剤等を
標準ベルコン上に投入する

①全自動吹付システム ～Automatic-Shot R～

植生基材吹付工（全自動運転）

全自動吹付機

全自動吹付機
標準ベルコン 高速ベルコン

標準ベルコン

高速ベルコン

水ﾀﾝｸ
3～4㎥

エコサイクルミキサー2基

ｻｲﾚﾝｻｰ

ｻｲﾚﾝｻｰ

ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ
190ps

ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ
190ps

45KVA

45KVA

エコサイクルミキサー2基

タイマー設定で200L/Bに調整し、種子･接合剤等を
標準ベルコン上に投入する



新潟県

①全自動吹付システム ～Automatic-Shot R～

植生基材吹付工（全自動運転）



①全自動吹付システム ～Automatic-Shot R～
労働人口減少という制約の中で、更なる生産性向上に挑戦



①Automatic-Shot Rの拡張展開(Robo-Shot)
第27回 日本建設機械施工大賞 選考委員会賞受賞

熊本
大蘇ダム現場
震災復旧現場

施工動画
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工 事 名

請 負 者

測 定 者

工 種

種 別

細 別

測定項目

特　性　① V 特　性　② V 特　性　③ V 特　性　④ V 特　性　⑤ V

単　位 単　位 単　位 単　位 単　位

規　格　値 規　格　値 規　格　値 規　格　値 規　格　値

社内規格値 社内規格値 社内規格値 社内規格値 社内規格値

測　点 設計値 実測値 測　点 設計値 実測値 測　点 設計値 実測値 測　点 設計値 実測値 測　点 設計値 実測値

1206-1 0.00 67.00 1206-1 4.11 4.15 1206-1 10.00 10.00 1206-1 10.00 10.00 1206-1 10.00 10.00
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1206-3 0.00 55.00 1206-3 4.11 4.12 1206-3 10.00 10.00 1206-3 10.00 10.00 1206-3 10.00 10.00

1206-4 0.00 53.00 1206-4 4.11 4.20 1206-4 10.00 10.00 1206-4 10.00 10.00 1206-4 10.00 10.00

10.00 10.00 10.00 10.00 10.00 10.00

10.00 10.00 10.00 10.00 10.00 10.00

10.00 10.00 10.00 10.00 10.00 10.00

10.00 10.00 10.00 10.00 10.00 10.00

平均値 平均値 平均値 平均値 平均値

最大値 最大値 最大値 最大値 最大値

最小値 最小値 最小値 最小値 最小値

±0

m

±2.5°

±2.5°

削孔角度

差

±0.00

+0.01

±0.00

±0.00

差

±0.00

計

一般国道○○○号道路改良工事

株式会社〇〇

〇〇

法面工

抑止工

ロックボルト

削孔長

m

±0

±0

特性①削孔角度、特性②削孔長、特性③鋼棒長、特性④、特性⑤名

+67.00

+62.00

+55.00

+53.00

略　図

計 計 計 計

m

±0

±0

m

±0

±0

鋼棒長

m

±0

+0.01

+0.042

+0.090

+0.04

+0.03

+0.01

+0.09

+59.250

+67.000

+53.00

+0.002

+0.010

±0.00

差 差

+0.01

±0.00

±0.00

+0.010

±0.00

差

±0.00

+0.01

±0.00

±0.00

+0.002 +0.00

+0.01

±0.00

入力してください。 略図を貼り付けてください。

削孔角度

３．ICTを活用した最新の法面防災技術

②ICT削孔管理システム

～アンカー工等の施工管理を効率化～



②～ICT削孔管理システム～ 施工動画



従来の計測手法 ICT削孔管理システムの計測手法

マ
シ
ン
セ
ッ
ト

削
孔
長

計測と同時にデータ記録計測作業後にデータを管理

削孔時に自動でリアルタイム計測削孔後に検尺棒で人が計測

②～ICT削孔管理システム～



②ICT削孔管理システム ・現在量産中



角度計測ユニット

削孔ツールスカウントセンサー測長ユニット

管理モニター

無線通信

・マシンセットデータ（削孔角度･方位角度）を計測と同時に記録

・削孔作業の進捗を自動計測し、リアルタイムに表示

・削孔後のデータ結果を、出来形帳票として即時作成（残業削減に貢献）

・各計器類は脱着式なので、リース機等への搭載も可能

②～ICT削孔管理システム～ システム概要



②ICT削孔管理システム



～名古屋市某所 薬液注入現場での活用例（残尺管理）～

②ICT削孔管理システム 都市土木での活用例

近隣対策で防音装置を採用、防音時(扉閉)
オペは削孔残尺の目視確認不可だったが、
当システム測長器でモニター管理を実施。



②～ICT削孔管理システム～ 帳票例
出　　来　　形　　管　　理　　図　　表
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３．ICTを活用した最新の法面防災技術

③リモートスカイドリル



③リモートスカイドリル 施工動画（京都府舞鶴市）



③リモートスカイドリル ・現在量産中

①2022年 NETIS登録完了

登録No：KT-220147-A

②オペ１人で操作可能

※誘導カメラやタブレット端末活用

③組立を簡易化し移動性向上！

④小型軽量(0.5㎥BH)でCo2削減

⑤施工管理システム搭載

※角度･深度の遠隔管理が可能

※帳票の自動作成可能



③リモートスカイドリル 従来施工との比較



③リモートスカイドリル 現場活用事例

0.45㎥バックホウ仕様 クレーン吊り下げ仕様

岩手県（国交省東北地方整備局三陸国道事務所）

リモートスカイドリル、吊り下げ仕様スカイドリル（管理システム搭載）



③リモートスカイドリル 帳票出力

施工管理システムで計測した施工データ（削孔角度や深度）を帳票出力可能
※帳票自動作成機能により書類作成(日報･出来形管理図)時間の削減⇒残業削減



■（ICT技術の体験学習会）

四国地方整備局 四国山地砂防事務所様向け TV放送



※ 国土交通省関東地方整備局 東京空港整備事務所HPから転載

４．ICTを活用した最新の地盤改良技術

④ＧＮＳＳステアリングシステム

～衛星測位システムによる地盤改良機誘導システム～



④GNSSステアリングシステム

施工動画



・現在数十台保有

④GNSSステアリングシステム



注文者：大興建設㈱ RMP-MST工法

愛知県（愛知県一宮建設事務所）五条川右岸流域下水道事業

④GNSSステアリングシステム 現場活用事例



※ 国土交通省関東地方整備局 東京空港整備事務所HPから転載

４．ICTを活用した最新の地盤改良技術

⑤3D-ViMaシステム

～品質・出来形の3次元可視化システム～



⑤3D-ViMaシステム

施工動画



・専用PC多数保有

⑤3D-ViMaシステム



※ 国土交通省関東地方整備局 東京空港整備事務所HPから転載

４．ICTを活用した最新の地盤改良技術

⑥ＩＣＴーＪＥＴ

～ジェットグラウトの見える化を実現したシステム～



⑥ＩＣＴ－ＪＥＴ 施工動画



品質異常時の再造成機能

再造成の表示及び記録

固化液密度異常の表示及び記録

再施工開始の深度まで設定して戻す

1.5

1.0

2.0



高圧噴射撹拌工法ICT化施工イメージ

施工データ
集約・監視

3次元
可視化

・孔番
・杭芯座標 等

・深度
・密度（比重）
・吐出量、圧力
・回転数 等

設計・計画データ

GNSSステアリングシステム ICT-JET



■まとめ

・熟練工の高齢化･引退、少子化でICT活用は必須！

自社開発のICT活用技術

【Automatic-Shot R】、【ICT削孔管理システム】、

【リモートスカイドリル】、【GNSSステアリングシステム】、

【3D-ViMaシステム】、【ICT-JET】は、CIMや生産性向上、

２０２４年問題等に対応した最新技術。

今後はクラウド化や遠隔操作による統括管理、トラブル

防止や対応等に注力し、更なる生産性向上を推進する。



ご清聴ありがとうございました
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